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令
和
七
年
を
迎
え
謹
ん
で
新
春
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
、ご
皇
室
の
弥
栄
、世

界
の
平
和
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、多
く
の
皆

様
に
ご
参
拝
頂
き
ま
し
た
こ
と
、並
び
に

昨
年
は
令
和
御
大
典
記
念
旧
社
務
所
葺

き
替
え
工
事
竣
工
奉
祝
大
祭
及
び
稚
児

行
列
等
を
、皆
様
方
の
ご
協
賛
ご
協
力

の
下
に
盛
大
に
奉
仕
出
来
ま
し
た
こ
と

有
り
難
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、我
々
が
本
宗
と
仰
ぐ
神
宮
に

於
か
れ
ま
し
て
は
、昨
年
四
月
天
皇
陛

下
の
御
聴
許
を
賜
り
、第
六
十
三
回
式

年
遷
宮
に
向
け
て
、ご
準
備
が
始
ま
り

ま
し
た
。六
月
に
は
、岐
阜
県
の
加
子
母

で
伐
り
出
さ
れ
た
ご
神
木（
ご
神
体
を

お
納
め
す
る
も
っ
と
も
神
聖
な
器
を
奉

製
す
る
ご
用
材
の
御
樋
代
木
）が
県
内

各
地
沿
道
で
の
奉
祝
奉
迎
送
を
う
け
、

三
重
県
桑
名
市
へ
引
き
継
が
れ
、伊
勢

神
宮
ま
で
お
運
び
申
し
上
げ
る
ご
神
木

奉
迎
送
が
行
わ
れ
ま
す
。岐
阜
市
に
お

き
ま
し
て
は
、七
日
金
神
社
に
於
い
て
、

奉
曳
・
奉
迎
祭
・
奉
安
祭
が
行
わ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、多
く
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。な

お
、詳
細
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
並
び
に
奉
賛
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

新
年
の
御
挨
拶

【元旦の境内】
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和
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【奉賛会大祭　社務所前修祓】

【内閣総理大臣賞】

奉
賛
会
大
祭
と

　
　
総
会
盛
大
に
開
催

　
天
神
神
社
奉
賛
会
の
大
祭
が
役
員
、

氏
子
総
代
裃
姿
で
齋
行
さ
れ
、終
了
後

総
会
と
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。　
　

　
十
一
月
二
十
三
日

　
今
年
の
参
列
者
は
七
十
三
名
で
、

四
年
ぶ
り
に
懇
親
会
が
催
さ
れ
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た
収
支
決
算

次
の
通
り
で
あ
る
。

が
九
月
一
日
午
後
一
時
よ
り
執
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
筆
塚
祭
は
、年
二
回
開
催
さ
れ

る
書
道
展
の
表
彰
式
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
、書
道
塾
に
習
う
人
達
が
書
道
上
達

を
祈
り
古
筆
を
納
め
、半
年
間
神
社
に

納
め
ら
れ
た
祈
願
串
も
焼
納
さ
れ
た
。

内
閣
総
理
大
臣
賞

筆
塚
祭
執
行

　
第
五
十
二
回
夏
期
書
道
展
で
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
浅
野
ひ
な

た
さ
ん
。

　
御
祭
神
の
御
神
徳
を
仰
ぎ
筆
塚
祭

一
、〇
八
〇
、〇
〇
〇
円

一
一
〇
、〇
一
三
円

八
、八
二
三
円

一
、一
九
〇
、八
三
六
円

一
、〇
二
八
、四
七
八
円

一
四
二
、六
八
六
円

一
〇
、八
〇
〇
円

八
、八
七
二
円

一
、一
九
〇
、八
三
六
円
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越
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支 

出

　
　
事
業
費 

　
　
事
務
費      

　
　
会
議
費       

　
　
繰
越
金    

　
　
計    

　
新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
皆
様
方
に
は
目
出
度
く
新
年
の
御
慶

を
お
納
め
の
事
と
存
じ
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
、奉
賛
会
会
員

の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
天
神
神
社
の

諸
事
に
つ
き
ま
し
て
、御
理
解
御
協
力

を
賜
わ
り
有
り
難
く
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
お
正
月
は
、好
天
に
恵
ま
れ
多
く
の

皆
様
方
の
初
詣
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま

し
て
、初
詣
さ
れ
た
氏
子
崇
敬
者
皆
様

方
の
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、皆
様
の
御
協
力
を
賜
り
当

神
社
の
令
和
御
大
典
記
念
旧
社
務
所

葺
き
替
え
事
業
が
盛
大
に
開
催
出
来

ま
し
た
事
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
奉
祝
行
事
を
通
し
て
御
祭
神
の

御
神
徳
の
更
な
る
輝
き
を
仰
ぐ
事
が
出

来
ま
し
た
事
は
私
達
氏
子
の
喜
び
で
あ

り
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
天
神
神
社
の
御
社
頭
の

発
展
と
、新
し
い
年
が
平
和
で
豊
か
な

年
と
成
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、

こ
こ
に
謹
ん
で
皆
様
方
の
御
多
幸
を
祈

念
致
し
ま
し
て
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
奉
賛
会
会
員
の
皆
々
様
に
は
平
素
よ

り
何
事
に
つ
け
格
別
ご
尽
力
ご
協
力
を

賜
り
、厚
く
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ご
承
知
の
如
く
神
社
に
奉
賛

会
が
常
設
さ
れ
、年
間
行
事
を
計
画
実

施
し
て
い
る
神
社
は
極
め
て
少
な
く「
長

良
天
神
神
社
」が
そ
の
範
を
な
し
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
通
常
各
神
社
に
設
け
ら
れ
る
奉
賛
会

は
、神
社
の
造
営
と
か
修
繕
の
際
、臨
時

に
設
立
さ
れ
、事
が
終
れ
ば
解
散
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
長
良
天
神
神
社
に
は『
奉
賛
が
常
設

さ
れ
て
い
る
こ
と
』誠
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
昔
は
、神
社
仏
閣
が
中
心
と
な
り
、地

域
を
護
っ
て
下
さ
る
神
に
感
謝
し
、参

拝
あ
る
い
は
神
輿
の
か
つ
ぎ
出
し
、そ
れ

に
伴
う「
ま
つ
り
」は
行
な
わ
れ
地
域
の

連
帯
を
深
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
心

は
神
社
仏
閣
で
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
こ
の
長
良
天
神
神
社
の
み

に
於
い
て
行
わ
れ
て
い
る「
奉
賛
会
」の

存
在
に
誇
り
を
も
ち
、神
社
の
お
社
頭

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
分
断
、差
別
、孤
立
が
社
会
の
様
相

を
呈
し
て
い
ま
す
が
、今
こ
そ
良
き
伝

統
を
継
承
し
、絆
・
団
結
・
協
和
・
連
帯

年 

頭 

の 

御 

挨 

拶

を
進
展
さ
せ
て
い
く
必
要
な
時
代
で
あ

り
ま
す
。

　「
長
良
」は「
長
い
こ
と
良
き
所
」と

地
名
を
頂
い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で

「
良
き
・
善
き
長
良
」を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！！

　
奉
賛
会
あ
な
た
も
お
仲
間
入
会
し

ま
せ
ん
か
。お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と

っ
て
幸
多
き
一
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
り

ま
す
。

天
神
神
社
奉
賛
会
会
長
　
白
橋
　
國
弘

氏
子
総
代
会
会
長
　
可
児
　
謙
典

九
月
一
日
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【境内西古筆祈願串浄火】

【北野天満宮御本殿東側集合写真】【境内で古式武道奉納】

【参集殿書初め大会】【境内西左義長神事】

【サニーサイド幼稚園児参拝】

北
野
天
満
宮
参
拝
旅
行

　
令
和
御
大
典
記
念
北
野
天
満
宮
参

拝
旅
行
が
九
月
十
九
日
三
十
三
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　
午
前
八
時
、天
神
神
社
を
出
発
し
貸

し
切
り
バ
ス
に
て
京
都
北
野
天
満
宮
で

正
式
参
拝
し
、橘
宮
司
よ
り
由
緒
の
お

話
を
伺
い
、御
本
殿
横
で
集
合
写
真
を

撮
り
、京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
昼
食
後
、

平
安
神
宮
自
由
参
拝
、井
筒
八
つ
橋
追

分
店
で
御
土
産
を
買
い
帰
着
し
た
。

戸
山
流
古
式
武
道
奉
納

　
十
月
二
十
七
日
戸
山
流
居
合
道
会

が
古
式
武
道
を
奉
納
し
た
。

　
県
内
外
よ
り
会
員
二
十
二
名
が
参

加
し
御
神
前
で
安
全
を
祈
願
し
、境
内

で
形
と
斬
り
演
舞
を
奉
納
し
た
。

左
義
長
の
神
事
斎
行

　
一
月
十
四
日
、恒
例
の
左
義
長
神
事

が
境
内
西
側
で
斎
行
さ
れ
た
。

　
午
前
九
時
よ
り
左
義
長
神
事
が
行
わ

れ
古
来
の
手
法
に
よ
り
点
火
さ
れ
た
。

園
児
等
元
気
に
参
拝

　
十
一
月
七
五
三
詣
で
に
、な
が
ら
幼

稚
園
、サ
ニ
ー
サ
イ
ド
幼
稚
園
の
園
児

等
が
境
内
に
整
列
し
大
き
な
声
で
通

り
ゃ
ん
せ
の
歌
を
元
気
よ
く
歌
い
健
や

か
な
成
長
を
祈
り
参
拝
し
た
。

新
春
書
初
め
大
会

　
恒
例
の
書
初
め
大
会
が
、
正
月
二

日
・
三
日
参
集
殿
で
開
催
さ
れ
、今
年
は

お
正
月
社
頭
奉
仕
の
巫
女
さ
ん
も
参
加

し
、そ
れ
ぞ
れ
年
始
の
希
望
を
込
め
て

達
筆
を
揮
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
作
品
は
、公
募
作
品
と
共
に
一

月
二
十
六
日
に
審
査
さ
れ
、文
部
科
学

大
臣
賞
以
下
各
賞
が
選
出
さ
れ
る
。

　
展
示
会
は
、二
月
二
十
三
日
〜
三
月

二
日
迄
の
予
定
で
神
社
社
務
所
内
と
境

内
に
全
て
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
。

が
九
月
一
日
午
後
一
時
よ
り
執
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
筆
塚
祭
は
、年
二
回
開
催
さ
れ

る
書
道
展
の
表
彰
式
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
、書
道
塾
に
習
う
人
達
が
書
道
上
達

を
祈
り
古
筆
を
納
め
、半
年
間
神
社
に

納
め
ら
れ
た
祈
願
串
も
焼
納
さ
れ
た
。

　
御
祭
神
の
御
神
徳
を
仰
ぎ
筆
塚
祭
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【花嫁行列】

【参集殿御披露宴会場】

　
厳
か
な
雰
囲
気
の
な
か

　
　
情
緒
あ
ふ
れ
る
伝
統
の
挙
式
を

　　
新
し
い
人
生
の
門
出
に
お
値
打
ち

パ
ッ
ク
を
ご
用
意
し
て
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す

　
　

◎
白
梅
パ
ッ
ク

　
初
穂
料
金
二
三
七
、〇
〇
〇
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　     

　（
税
込
）

一
、本
殿
挙
式
・
花
嫁
行
列
・
巫
女
舞

一
、新
郎
新
婦
衣
裳
各
一
着

一
、新
郎
新
婦
お
支
度（
基
本
か
つ
ら
付
）

一
、記
念
写
真
六
切
二
ポ
ー
ズ
と
式

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
ア
ル
バ
ム
一
冊

仕
上
げ
　

天
神
神
社

　
挙
式
パ
ッ
ク
の
お
奨
め

◎
紅
梅
パ
ッ
ク

　
初
穂
料
金
五
六
七
、〇
〇
〇
円
也

 

　
　（
一
名
様
増
減
一
一
、〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　（
税
込
）

一
、白
梅
パ
ッ
ク
の
内
容
に
二
十
名
様
の

御
披
露
宴

一
、和
食
祝
膳
・
飲
み
物
・
奉
仕
料
・
メ
イ

ン
花
・
両
親
花
束
・
招
待
状
・
芳
名

帖
・
席
表
・
席
札

　◎
黄
金
パ
ッ
ク

　
初
穂
料
金
六
九
九
、〇
〇
〇
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
税
込
）

一
、紅
梅
パ
ッ
ク
の
内
容

一
、新
婦
衣
裳
も
う
一
点
と
お
色
直
し

一
回

一
、記
念
写
真
六
切
一
ポ
ー
ズ
と
ア
ル

バ
ム
を
も
う
一
冊

奉
賛
会
入
会
へ
の

　
　
　
お
奨
め
と
お
願
い

　
天
神
神
社
奉
賛
会
は
、天
神
神
社
の

御
神
徳
を
広
め
、神
社
の
発
展
を
願
っ

て
、有
志
の
方
々
の
参
加
に
よ
っ
て
組

織
し
て
い
る
集
い
で
す
。自
由
参
加
の

趣
旨
で
強
制
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
奉
賛
会
で
は
毎
年
十
一
月
二
十
三
日

に
、会
員
の
安
全
を
祈
願
す
る
奉
賛
会

大
祭
を
執
行
す
る
と
共
に
、総
会
を
開

い
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。ま
た
こ
の「
梅
香
」を
発
刊
し
て
天

神
神
社
の
、御
神
徳
を
広
め
る
こ
と
に

奉
仕
し
て
い
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
で
、奉
賛
会
の

趣
旨
に
ご
賛
同
の
方
は
、ご
加
入
頂
き

ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
規
約
等
ご
案
内
書
は
神
社
社
務
所

に
あ
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
の
上
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
年
会
費
　
正
会
員
　
金
五
千
円
也

　
　
　
　
　
特
別
会
員
　
金
壱
萬
円
也

編
集
室
か
ら

◎
梅
香
は
天
神
神
社
の
御
神
徳
を

高
め
る
た
め
氏
子
崇
敬
者
の
方
々

の
窓
口
に
な
る
よ
う
活
動
を
進
め

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◎
御
神
徳
の
体
験
記
や
、郷
土
長
良

に
関
す
る
こ
と
、菅
公
を
祀
る
神

社
の
参
拝
記
、或
い
は
御
意
見
の

御
投
稿
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

期
　
　
日
　
　 

二
月
二
日

厄
除
祈
祷
　 
　
終
日

　
祈
祷
初
穂
　 
個
人
厄
祓
　
五
千
円

　
　
　
　
　
　 
家
内
安
全
　
六
千
円

追
儺
豆
餅
撒
　 

午
後
四
時

　
追
儺
役
　
要
予
約
　
初
穂
　
一
万
円

主
な
行
事
案
内

節
分
祭
の
御
案
内

歌
　
題
　
　「 

高 

」　
五
部
門
共
通

部
　
門
　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
狂
俳
・

　
　
　
　
俚
謡
　

献
詠
祭
　
三
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時

応
募
要
項

原
稿
用
紙
・
便
箋
等（
部
門
毎
に
用

紙
を
別
に
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
部
門
と

歌
題
住
所
氏
名
電
話
番
号
を
記
入
）

献
詠
歌
　
各
部
門
三
句
迄

献
詠
料
　
一
部
門
千
円
也（
歌
集
出
版
費
）

締
め
切
り
　
二
月
十
五
日
必
着

献
詠
祭
の
募
集

御
例
祭

み
そ
ぎ
祭

夏
期
書
道
展

四
月
五
日

八
月
六
日

八
月
二
十
四
日
〜
三
十
一
日

締
め
切
り
　
七
月
十
日


